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今号のトピックス 

１．１０月例会のお知らせ：10 月 31 日(土)夕方 

２．会費納入の方法：銀行から振込みできます 

３．サーバスＰＲ活動：慶応大学、留学生奨学金 

４．Ｔさんアルゼンチンより無事帰国 

５．サーバス旅行記：東ヨーロッパ・パリ 

 
10101010 月例会月例会月例会月例会のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ    

    

日時： １０月３１日（土曜日） 午後５時～８時 

場所： JR 新橋駅３分 香港飲茶居酒屋 「湘園 」 

     港区新橋 2-10-1 NK ビル１階 

会費： なし。飲食は各自負担 

会員の陳さんの知人が経営するお店を会場に使わ

せてもらうことになりました。新橋駅日比谷口の

SL(蒸気機関車)広場からレイク/かんべ土地ビルの

角を虎ノ門方向に入り、赤レンガ通りを信号で渡って

直進すれば左側の３軒目が「湘園 」です。 SL の先頭

にある「愛の像」（どういう関係？）の前から電話して

下されば３分以内にお迎えにあがります！ 

サーバス PR 活動も進行しています。ぜひ、ご参加下

さい！！ 

 

 

 

会費等会費等会費等会費等のののの振込振込振込振込みができますみができますみができますみができます！！！！    

    

これまで会費や認定料等の納入には郵便局へ出向

く必要がありましたが、最近、銀行など他の金融

機関から振込ができるようになりました。 

振込先：郵貯銀行ゼロイチキュウテン（〇一九店） 

店番：    ０１９ 

預金種目：  ２  当座預金 

口座番号：  ０７２５１９３ 

認定状発行を申請する際には、従来通り振込用紙

のコピーを提示して下さい。 

 

 

慶応大学慶応大学慶応大学慶応大学へのへのへのへのサーバスサーバスサーバスサーバスＰＰＰＰＲＲＲＲ活動活動活動活動    

    

去る 3 月の日本サーバス国内会議の決定で、サーバス

広報活動の一環として大学にコンタクトすること、および

日本に来ている留学生に日本国内でサーバス体験をし

てもらうことについて、関東支部が試験的に、独自に進め

ることが諒承されました。 

当面は慶応大学に的をしぼって、同大学教員のＭさん

を中心として去る 8 月 23 日に国際センター長に面会し、

下記の申し入れを行いました。 

１） 慶應の学生がサーバスについて知る機会が得られる

よう、慶応の学生対象の広報を行いたい。 

２） 留学生対象のサーバス旅行奨学金を企画している

ので、慶應に来ている留学生にも応募してほしい。 

 

大学内での具体的な広報手段としてお願いしたのは４

点です。 

１） 慶応大学国際センターのＨＰのインターネットのリンク

欄にサーバスも加えて欲しい。 

２） 大学の掲示板コーナーにポスターを貼らせて欲しい。 

３） 大学の適切な場所にパンフレットを置かせて欲しい。 

４） 説明会/講演会のようなものを開かせて欲しい。 

慶応大学からの回答を待つ間に、関東支部ではポスタ

ーの作成を進めています。 

 

ＴＴＴＴさんさんさんさん無事帰国無事帰国無事帰国無事帰国 

 

9月 5日～12日にアルゼンチンのリゾート都市マ

ルデルプラータ（ブエノスアイレスから 400Km

南）で開かれた国際サーバス総会に日本代表とし

て参加したＴさんは、不満足な会議運営と大味な

食事に悩まされながらも無事帰国されました。 

今後の例会や忘年会でいろいろのお話が聞けると

思いますが、ネット上の報告メールを読みたい方

はＴまでご連絡下さい。 
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ポーランド・ルーマニア紀行 

                 ＭＳ 

今回の旅の目的は、来年予定（？）の長期滞在

先を探すことでした。強行スケジュール（17日間）

の上、最初と最後の飛行機が大幅遅れでハプニン

グ続きの旅行でした。コペンハーゲン乗り換えで

ポーランドのグダンスク入り。グディニア・グダ

ンスクで 2泊、列車でワルシャワへ、その日のう

ちにブダペスト行きの夜行列車に。翌日も列車で

ルーマニアのオラデアへ。オラデアで 2泊、マツ

マーレ 3泊。バイアマーレにはマツマーレからの

日帰り旅行。帰路はオラデア 1泊、ブダペストは

宿泊なしでワルシャワ行きの夜行列車へ。ワルシ

ャワからコペンハーゲン乗り換えで成田へ帰国の

途につきました。 

サーバスステイはグディニアとペンポーヴォ

（グダンスクからバスで 1時間くらいの村）。ワ

ルシャワのホストファミリーはサーバスメンバー

ではなく、ペンポーヴォの奥さんの妹さんでした。

ホストファミリーが村（ペンポーヴォ）だったの

はラッキーでした。希望候補地の一つである 2004

年にヨーロッパ囲碁選手権大会が開催されたツホ

ーラへは行けませんでした。日本棋院の話ではグ

ダンスクから 2時間とのことだったがそれは車利

用の場合。列車やバスをうまく乗り継いでも 4時

間以上掛かることが分かったので、今回は断念し

ました。英語が全く通じないサツマーレでも長期

滞在のためのアパート探しを手助けしてくれる人

と出会えて幸せでした。ホテルの近くで働いてい

る人で、私のたどたどしいルーマニア語に根気よ

く耳を傾けてくれていた人です。オラデアの青空

市場でも日本の侍映画大好きおじさんとの出会い

がありました。「旅行は見る場所よりも、人との

出会い」という私のフィロソフィーに合った旅行

が出来ました。 

成田発が 2時間以上遅れた関係で最初のホスト

宅到着は 12 時頃。「ヨーロパでは飛行機の遅れ

はよくあることだから、真夜中我が家に来るのは

全く問題なし」とホストの奥さんが言ってくれま

した。長期滞在についても「お金など払って滞在

する必要なし。3 ヶ月間うちに泊まればいい。部

屋は有り余っているんだから。」確かに大きな家

でした。地上 3階・地下 1階。3階部分を私が占

有。広いバスルームには 6人くらい入れるサウナ

ルーム、庭にはバーベキューが出来るデッキがあ

ります。3 ヶ月も居候は出来ないでしょうが、下

宿人になることは考慮中です。 

Merci mille fois (千回のありがとう) 

ＡＩ 

９月 15日から 20 日までパリを旅行しました。

十数年ぶりのパリは緊張感から始まりました。 

サーバスメンバーの Evelyne（エブリンヌ）の

家に 4泊お世話になりました。初日、待ち合わせ

の場所に彼女が現れなかったので少々いらいらし、

不安になりました。私が送ったメールの内容を忙

しい彼女がよく読んでなかったそうです。成田空

港でレンタルした携帯電話（私は携帯を持ってま

せん）から連絡し、彼女のアパートの最寄の駅ま

で行き、気持ちよく迎えてもらえました。 

最初の行き違い以外に違和感はありませんでし

た。仕事も趣味も共通するものが多く、また、彼

女がアジアに興味を持っているのが幸いしました。

毎日彼女が 8:30に仕事に出た後、朝食の後かたづ

けをして、一人でゆっくりパリ市内や近郊の街の

日帰り旅行を楽しみました。パリは思っていたよ

り天気が良くて、日中は汗ばむくらいでした。こ

の時期日本では考えられないのですが、夜も 8時

くらいまで明るいので、安心して街を歩けました。

夕食は家で一緒にとり、いろいろな話をしたり、

映画の DVDなどを見たりしました。 

滞在中、日本食プチパーティを企画しました。

おでん（日本からだしを買って行きましたが材料

が調達できず、結局パリの日本食材店でおでんセ

ットを購入）、おにぎり、野菜サラダ、もちろん

日本酒も。デザートは羊羹と日本茶。エブリンヌ

の友人 2人を招待し、4人で楽しみました。 

19 日の土曜日はヨガのクラスにご一緒しまし

た。私も少し前から習っていたので興味があり、

面白い体験をしたと思っています。 

今回パリ近郊のメンバー13 人にメールを送り、

お返事をいただいたのは 5人だけです。受け入れ

が不可能だとしてもその意思を伝えてくれないと

不誠実な印象をもってしまいます。これは反対に

私たちがメールをもらったときも同様です。また、

一面識もない人同士がどうやって会うか、きちん

と確認すべきだと感じました。日本を出る前に電

話すべきだったと反省しています。 

いろいろありましたが、フランス語は好きだけ

どフランス人はちょっと…、という私の心配はエ

ブリンヌのおかげで少しずつ払拭されてきました。

Merci mille fois ! 

 

今回はＴさんに会報作成を手伝ってもらいまし

た。忘年会は１２月１３日（日）の予定です。 


